
兵庫県
兵庫県では、県職員が使うシステムや住民向けサービスの共通基盤、
職員向けVDI 環境などのインフラに、ネットアップのオールフラッシュ 
ストレージを初めとするFAS シリーズを利用したFlexPod を活用。検
証済みソリューションを採用し、短期間での構築を実現しました。

兵庫県では近年、運用性の向上やそれによるコスト削減などを図り、県庁の行政関連をはじめとす
るさまざまなシステムの基盤を段階的に更新してきています。かつての汎用機からオープン系への
移行を経て、平成 27（2015）年度には新たにFlexPod を採用し、従来のオープン系システム基盤
での数々の課題を解消することに成功しました。今後は、現状の基盤のほかパブリック クラウドの
活用にも取り組んでいく方針です。

検証済みソリューションのFlexPod 採用により
ネットワーク系の課題を解消した基盤を構築。
さらなるコスト削減や災害対策に取り組む
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“ネットアップの統合インフラ基盤FlexPodは、検証済みのため
ハードウェアの相性を気にする必要がない上に、レスポンスも良く、
ストレージ リソースの管理などの面倒なことを考える必要もありません。
より上層のアプリケーション エンジニアでも、ネットワーク リソースなどと
同じようにストレージ リソースを心配なく扱えます”
兵庫県企画県民部 科学情報局 情報企画課 
システム管理室 室長
津川 誠司 氏

汎用機からオープン系へ移行して5 年 
新たなシステム共通基盤の構築を実施

世界的な港である神戸港を中心に、国
際性の高い地域として発展してきた兵
庫県。南北に長い県土は、中国山地を
はさんで南側が温暖な瀬戸内海、北側
は豪雪地帯でもある日本海まで及んで
おり、瀬戸内海側に集中する商工業地
帯やベッドタウンから、中国山地や日本
海側にかけての農林水産業が盛んな地
域まで、県内の環境は非常に多様です。

その兵庫県の自治体および関連団体
（外郭団体）などの業務を支えるITイ
ンフラ全般を担うのが、企画県民部 科
学情報局 情報企画課 システム管理室で
す。室長の津川誠司氏を筆頭に14名の
職員が、委託先ITベンダーの技術者50

名とともに、その任に当たっています。

「システム管理室の業務内容は幅広く、
IT 全般の調達部門としては県内全域を
結ぶWANである兵庫情報ハイウェイの
整備から県職員の PC 活用、さらには
公社等の外郭団体についてもセキュリ
ティ対策の推進などに関わっています。
システム基盤としては、かつて汎用機
で運用されていたシステム基盤を見直
し、オープン系のシステム共通基盤を
構築することで、運用経費の節減や業
務の効率化を図る取り組みを進めてい
ます」（津川氏）

このオープン系システム共通基盤は、
第 1 期分が平成 22（2010）年度に、そ
れを拡張する形で整備された第 2 期分
が平成 24（2012）年度に、それぞれ運

用を開始しました。これらは、それま
で運用してきた汎用機のリース満了に
合わせて実施されたもので、汎用機で
運用していた各システムをLinux KVM
ベースの仮想化環境へと順次移行させ
ていきました。そして第 1 期・第 2 期か
らそれぞれ 5 年を経た平成 27（2015）
年度と平成 29（2017）年度に、それぞ
れの環境を更新する形でFlexPod によ
る新たな第 1 期、第 2 期のシステム基
盤整備を迎えることになりました。

オープン化当初の課題を踏まえ 
効率的に運用できる基盤へと更新

その選定に際して、システム管理室で
は旧第 1 期、第 2 期に構築したシステ
ム共通基盤での課題を踏まえるととも
に、さまざまなベンダーからの最新情
報や意見も合わせ、自らの工夫を加え
た調達仕様書を作成しています。

「最初にオープン化した際には、汎用機
時代の考え方に引きずられた部分があ
り、特にネットワーク構成が大きな課
題となっていました。例えばプライベー
トIPアドレスのセグメントが既存ネット
ワークと食い違うため踏み台を設ける
必要があったり、Web ／業務／管理／
開発／ SAN（iSCSI）などに細かく分か
れていて物理配線も膨大な本数になっ
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ていました。あまりにもLAN ケーブル
が多すぎたため、フリーアクセスの床下
空間が塞がれ床下空調にも支障をきた
すほどで、当然のことながらメンテナン
スも大変でした。ストレージにも、当
時採用した機種では負荷が高くなると
NFSマウントが解除されてしまうなど課
題がありました」（津川氏）

こうした反省から、新規導入分の仕様書
には、例えばネットワークについてはセ
グメントを物理配線レベルでなく仮想的
に分割することとし、「10GbEの導入に
よる、ネットワーク配線の物理的集約」
といった指定が盛り込まれました。そし
て入札の結果、仕様書に記された要件
を満たすだけでなく、サーバNICからス
トレージまで論理的に設定可能な特徴
により構築や運用負担の軽減も含めた
費用対効果などを評価して、FlexPodが
採用されました。シスコシステムズの
UCSブレードサーバ、Nexusスイッチ、
そしてネットアップのストレージなどか
らなる事前検証済みの構成、いわゆる
コンバージドインフラです。

大きな問題もなく短期間で構築でき 
物理配線の大幅削減や省スペース化も実現

システム管理室 システム運用班 主査の

内海正仁氏は、「検証済みソリューショ
ンのFlexPod を採用したおかげか、構
築期間が短かった割には大きな問題も
なく新たな共通基盤を構築できました。
CentOS の標準仮想 NICドライバで不
具合があり、時間を費やしたこともあり
ましたが、全体としては十分に工期短
縮の効果があったと感じています。構
築後も、FlexPod 第 1 期分は 2 年近く運
用していますが従来の基盤よりトラブル
が少なく、性能面も満足しています」と
説明する。

FlexPodの採用により、ネットワークの
物理配線の数は従来の共通基盤に比
べて「8 ～ 10 分の 1」へと圧倒的に減
り、配線は非常にスッキリしました。も
ちろん空調への悪影響やメンテナンス
の手間も目に見えて軽減されています。
また高密度にサーバを集積したUCSブ
レードサーバのおかげでラック専有ス
ペースも縮小され、従来の約半分に
なっています。

「 ネットアップ の 統 合 インフラ 基 盤
FlexPod は、 検 証 済 みのた めハ ード
ウェアの相性を気にする必要がない
上に、レスポンスも良く、ストレージ リ
ソースの管理などの面倒なことを考え

る必要もありません。より上層のアプリ
ケーション エンジニアでも、ネットワー
ク リソースなどと同じようにストレージ 
リソースを心配なく扱えます」と、津川
氏は評価しています。

システム管理室ではこの成果を受けて、
その後のシステム基盤整備でも次々に
FlexPodを採用してきました。例えば、
総務省の「自治体情報システム強靭性向
上モデル」に基づくWeb分離を実現すべ
く導入されたVDI基盤も、その一つです。

「FlexPod は、どのくらいの規模で何台
の仮想デスクトップを集約できるか、と
いった情報が提供されているため、選
定しやすいことが大きなポイントです。
Web 分離に採用したストレージはオー
ルフラッシュのAFF 8060で、想定以上
のIOPS が出ていますね」（津川氏）

なお、このVDI 基盤では NFS だけでは
なくCIFSプロトコルも使ってストレージ
にアクセスしていますが、従来までのス
トレージとは違ってネットアップのスト
レージは完全なユニファイド対応のた
め、特別な管理や操作を覚える必要も
なく、LinuxからのNFSアクセスも含め
安心して運用できています。
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仮想化した共通基盤の存在は 
クラウド化への布石としても

津川氏らは今後のシステム基盤につい
て、パブリック クラウドの活用を拡大し
ていく方針で検討を進めています。

「Office 365 など一部には SaaS の利用
も開始していますが、当面は FlexPod
上の仮想環境とも相性の良いIaaS を
中心に利用していくつもりです。庁内の
基盤とパブリック クラウドをどう組み合
わせるのかを議論しつつ、コスト削減効
果やセキュリティ、災害対策なども勘案
して進めていきます」（津川氏）

兵 庫 県 庁 は 阪 神・ 淡 路 大 震 災 の 折
に直下の震源から激しい揺れを受け、
サーバ室のラックがことごとく倒れるな
ど甚大な被害を被っています。その経

ソリューションの構成

ネットアップ製品

FAS8020A、FAS8040A、AFF8060A、
FAS2554A、FAS8200A、FlexPod

パートナー製品

Cisco UCS Server/Nexus スイッチ、
Citrix XenServer/XenDesktop/XenApp など

代表的なVM環境

Linux(CentOS) KVM、Hyper-V など

内海 正仁 氏

兵庫県企画県民部
科学情報局
情報企画課 システム管理室
システム運用班
主査

津川 誠司 氏

兵庫県企画県民部
科学情報局
情報企画課 システム管理室
室長

http://www.netapp.com/jp/products/converged-systems/flexpod-converged-infrastructure.aspx

詳細はこちら

験も踏まえ、基幹業務システムや防災
業務システムなどについては、庁舎内
のシステムをメインとしつつ、外部デー
タセンターにバックアップ環境を設ける
など、災害耐性を高める方針です。

「もちろん、個人番号関連システムなど
は厳重に管理すべく、当面は外に出さな
い方針です。逆にシステム停止時の影響
が比較的小さい一般業務系などは、シス

テムを最適化した上でクラウド化を推進
していく方針です。こうした基盤の見直
しは基盤更新の都度行っていき、平成32

（2020）年度末を目途に管理費を現行
の3割以下の50億円程度まで圧縮する
ことを見込んでいます。このような我々の
方針を踏まえて、引き続きネットアップか
らのアドバイスや提案を期待しています」

 お問い合わせ 　 　　03-6870-7400

ネットアップは、ハイブリッド クラウドのデータに関する
オーソリティです。クラウド環境からオンプレミス環境に
わたるアプリケーションとデータの管理を簡易化し、デジ
タル変革を加速する包括的なハイブリッド クラウド データ 
サービスを提供しています。グローバル企業がデータの
ポテンシャルを最大限に引き出し、お客様とのコンタクト
の強化、イノベーションの促進、業務の最適化を図れるよ
う、パートナー様とともに取り組んでいます。

ネットアップ株式会社
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